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空調機からの
冷気が十分に
機器に届かない

コールドアイル・ホットアイルコンテインメント
̶ 未来を築く先端技術で、ITソリューションを開発 ̶

原篠
機電

案提
ごの

排熱が空調機に戻らず
熱だまりとなり、冷却側の
コールドアイルに流れてしまう。

サーバ機器への吸気温度を下げたいために、
空調機の温度を下げる・風量を上げる

➡ 電気代の増加。場合によって空調機の増設をしなければ・・・

❶ 空調の冷気をサーバに導き、サーバ排気は確実に空調に戻す。
❷ ラック内サーバの熱を外に出す。圧力差を設ける。

ラック列に、
熱だまりが
できてしまう

サーバラックから
の排熱が回り込み
を起こしている

楽Qubicシステム（コンテインメント）

楽Qubicシステム（コンテインメント）の特長

● ラックに依存しないため、
　 ラック立架前であっても構築可能
● 高さが異なる
　 ラックや未立架部分でも構築可能

● 空調機の消費電力を最大20％削減

コールドアイルとホットアイルの分離ができていないため、
空調機の性能が活かせず、データセンターフロアの冷却が効率的でない。

エアフローを分離しない場合の問題点

データセンターにおけるサーバルームのラック配列は、サーバが冷気を吸気するエリア(コールドアイル)
と排気側(ホットアイル)を揃えることが一般的です。

ところが、エリアを揃えていても、近年の高機能化されたサーバから出る高温排熱はコールドアイル側に
まわり、再びサーバに吸い込まれる温度障害を起こしたり、部分的に熱だまりを生むことで機器に悪影響
を与えることがあります。そのため空調機の風量を増加したり、吹き出し温度設定を下げる等の対策が取
られてきました。しかしその対策だけでは十分とは言えず、そのうえ空調機の出力を上げるとそれに比例
して電気代も上がるため、省エネルギー・運用負荷を考えると得策とは言えません。

そこで篠原電機ではデータセンターフロアを省エネ化する観点から、コールドアイルとホットアイルを分離
するコンテインメント構築を推奨しています。

65

異なる高さのラックでも容易にコンテインメントがで
きる新設計のエアーコンテインメントシステムです。
自立型であるため、施工後にラックを搬入することも
可能で、フリーアクセスだけではなくスラブ設置にも
対応することができます。

二重床(床吹き出し)方式・壁吹き出し方式のサーバル
ームに楽Qubicシステムを設置することにより、空調
機の消費電力を最大約20％削減することができま
す。
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間隙配列＋ケーブルラダー貫通 エアダクト方式

ラック列を横断する干渉物がある場合など
の複雑なレイアウトにも対応します。

架列による熱だまりを空調機へ戻す改善対
策です。

対面にラック列がない場合でもコンテイン
メントを構築することが可能です。

片側ラック

お客様のご要望に合わせてカスタマイズ可能

コンテインメント導入までの流れ

ホットアイルコンテインメント コールドアイルコンテインメント

コンテインメント設置検討

データセンター内空調システムの確認

壁吹き出し方式 二重床(床吹き出し)方式

ヒアリング

現地調査
お見積り

詳細設計
社内組立

現地工事

空調機から放出された冷たい空気を囲い込み、サー
バにむらなく冷気を送ります。従来の二重床のデー
タセンターの部分的な熱だまりを改善します。

サーバから放出された暖かい空気を、天井裏やダク
トを通り空調機に戻します。現在、主流になりつつあ
るコンテインメントです。

部材搬入から設置工事まで全て承ります。

対象の部屋で熱だまりや空調に関してのお困りごとを、どのように改善していきたいのかを
まずはお打ち合わせにてヒアリングを行います。

計画段階から打ち合わせに参加し、データセンター内に設置予定の
ラックレイアウト・空調方式に対し、最適なコンテインメントをご提案します。

❹ ラック上部塞ぎ

❺ ラック未立架塞ぎ ❷ 通路出入口

❻ 吊下げ間仕切り

❶ 基本フレーム

❹ ラック上部塞ぎ

❺ ラック未立架塞ぎ ❷ 通路出入口

❸ 天井パネル

❶ 基本フレーム

新規データセンターにもご対応可能です

現地にてラックや空調機のレイアウトを確認します。
最適なコンテインメントのご提案、お見積書のご提出をします。

現地での確認を基に、扉や取付金具、パネルやカーテンなどの詳細設計を行います。
受注生産にてパネル等の社内組み立てを行います。製作期間は約2.5か月必要です。

ホットアイルコンテインメント

壁吹き出し方式のサーバルームに対応したホットアイルコンテインメント
ホットアイルコンテインメントは、サーバやIT機器からの排熱を囲い
込み、天井裏やダクトを経由して空調機へ戻します。
排熱を囲い込み空調機へ戻すため、作業エリアがコールドアイルと
なり、作業環境が良くなります。昨今、多くのデータセンターが壁吹
き出し方式の空調機となり、ホットアイルコンテインメントが採用さ
れています。

篠原電機のコンテインメントは、アイル内に干渉物がある場合や
ラック上部に通線がある場合でも構築可能です。お客様のご要望に
応じて都度設計し、最適なコンテインメントをご提案します。

ビニールカーテン方式

ケーブルラダー貫通部

パネル方式と比べ、安価にコンテインメントを構築することができま
す。構築方法は天井吊り下げのみです。

ラック上部
風圧によりカーテンがあおられるのを防ぐために、カーテンとラック
の接触面をマグネットもしくはマジックテープで接着することがで
きます。カーテンの合わせ面はマグネット・マジックテープ・ファス
ナーの3種類から選択可能です。

マグネット

マジックテープ ファスナー

パネル方式
空調機の風圧が強い場合でも構築することができます。
構築方法はラック固定もしくは天井吊り下げです。

ケーブルラダー貫通部

ラック上部
ラック上に通線があった場合でも、ブラシストリップやスポンジゴム
を用いることで通線ができます。パネル設置後でも整線作業等を
行えるように、パネルを引き違い仕様にすることも可能です。

ケーブルラダーの上下にアルミフレームを通してブラシストリップ
を取り付け、貫通部のエアー漏れを最小限にします。

ラダー貫通部分を切り欠いたカーテンと、ラダーを覆うカーテンを
別パーツで製作し取り付けます。通線時やメンテナンス時にめくる
ことも可能です。

ブラシストリップ・スポンジゴム仕様 引き違いパネル仕様

ケーブルラダー貫通部詳細

ブラシストリップ

ケーブルラダー貫通部詳細

カーテン
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